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交
通
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(
通
信
運
輸
)

一
道
路
交
通
運
輸
の
概
況

国
道
三
三
号
線
が
町
の
中
心
部
を
南
北
に
縦
貫
し
、
愛
媛
・
高
知
を
結
ぶ
重
要
な

交
通
路
と
な
り
、
昭
和
四
二
年
八
月
全
線
が
改
修
舗
装
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
国
道

を
起
点
と
し
て
、
主
要
地
方
道
久
万
内
子
線
が
落
合
よ
り
真
弓
峠
内
子
に
至
り
、
大

洲
、
八
幡
浜
、
佐
多
岬
を
経
る
九
州
・
四
国
連
絡
道
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
主
要
地
方
道
西
条
久
万
線
が
西
条
を
起
点
と
し
て
面
河
美
川
を
経
て
、
久
万

中
学
校
付
近
で
国
道
に
接
続
し
て
い
る
。
(
途
中
一
部
未
改
修
区
間
あ
り
)

新国道にできた歩道橋(昭和43年8月)

一
般
県
道
は
、
落
合
久
万
線
・
美
川

松
山
線
・
美
川
川
内
線
・
久
万
上
尾
峠

線
・
父
二
峰
中
山
線
等
開
設
さ
れ
て
い

る
が
、
各
路
線
と
も
途
中
未
改
修
で
国

道
を
経
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
道
は
、
幅
員
三
・
六
㍍
以
上
で
他

町
村
に
通
じ
る
路
線
が
落
合
よ
り
池
の

戌
を
経
て
小
田
深
山
大
野
が
原
に
至
る

大
野
が
原
線
、
直
瀬
市
の
谷
よ
り
仙
野

に
至
る
仙
野
線
な
ど
で
あ
る
。

交
通
運
輸
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
後

述
す
る
が
、
旅
客
に
つ
い
て
は
、
国
道

を
J
R
自
動
車
が
松
山
久
万
間
を
一
日
二

六
往
復
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
伊
予
鉄
自

動
車
が
松
山
久
万
間
を
七
往
復
、
久
万
駅

を
中
心
に
町
内
及
び
郡
内
の
隅
々
ま
で
運

行
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
は
町
内
に
業
者

が
あ
り
、
こ
れ
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

物
資
の
輸
送
は
、
主
と
し
て
自
家
用
貨

物
自
動
車
で
行
っ
て
い
る
が
、
町
内
に
は

日
通
・
久
万
運
送
・
予
土
運
送
・
直
瀬
運

送
等
の
業
者
が
い
る
。

通
信
事
業
は
、
久
万
町
内
に
一
つ
の
電

報
電
話
局
と
四
つ
の
郵
便
局
が
あ
る
。

二

道
路
の
変
遷

道
路
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
町
村
制
実

施
ま
で
の
資
料
が
な
く
、
そ
の
詳
細
を
知

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
古
老
の
話
や

寺
の
記
録
等
か
ら
推
察
し
て
み
る
と
、
現

在
何
々
路
線
等
と
呼
ん
で
い
る
道
は
、
古

く
は
間
道
・
往
還
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を
総

称
し
て
里
道
と
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
里

道
は
人
畜
の
往
来
の
み
を
必
要
と
す
る
道

で
あ
っ
て
、
距
離
を
短
縮
す
る
た
め
の
も

馬による運搬作業久万町内を行く馬車と駄馬(昭和元年)



の
で
あ
っ
た
。
最
初
一
人
通
り
二
人
通
り
、
い
つ
の
間
に
か
道
形
と
な
っ
て
ふ
み
か

た
め
ら
れ
、
更
に
多
少
の
人
工
が
加
え
ら
れ
て
里
道
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
道
は
別
と
し
て
、
当
地
方
で
最
も
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
た
道
は
、
ま
ず

さ く 道(昭和2年ごろ)

伊
予
か
ら
土
佐
に
通

ず
る
い
わ
ゆ
る
土
佐

街
道
と
落
合
よ
り
真

弓
峠
を
経
て
大
洲
に

至
る
大
洲
街
道
で
あ

る
。
土
佐
街
道
は
、

松
山
よ
り
坂
本
村
三

坂
峠
久
万
に
至
り
野

三坂旧道

尻
よ
り
菅
生
中
野
村
越
ノ
峠
よ
り
美

川
の
有
枝
程
野
七
鳥
高
山
襲
用
等
を

経
て
猿
楽
を
越
え
、
土
佐
川
口
に
至

る
土
佐
へ
の
最
短
路
線
で
あ
る
。
一

方
、
大
洲
街
道
は
露
峠
落
合
尾
首
を

起
点
と
し
て
合
戦
供
養
の
木
、
橋
詰

よ
り
父
の
川
に
入
り
小
田
町
・
突

合
・
大
願
・
内
子
・
五
十
崎
・
十
夜

が
橋
等
を
経
て
大
洲
城
下
に
至
る
街

道
で
あ
っ
た
。

土
佐
街
道
は
、
松
山
札
の
辻
を
起

点
と
し
て
土
佐
に
至
る
街
道
で
あ
っ

た
が
、
起
点
よ
り
一
里
毎
に
里
石
を
立
て
て
い
た
。
こ
れ
を
一
里
塚
と
呼
び
、
久
万

町
入
野
に
は
七
里
塚
が
現
存
し
て
い
る
。
人
里
塚
は
越
ノ
峠
よ
り
ハ
ジ
カ
、
、
、
へ
一
五

〇
㍍
ほ
ど
上
っ
た
所
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
伊
予
の
国
土
佐
の
国
を
結
ぶ

重
要
交
通
路
と
し
て
数
知
れ
ぬ
人
た
ち
の
足
跡
を
残
し
た
が
、
明
治
一
四
年
桧
垣
伸

が
上
浮
穴
郡
郡
長
と
し
て
赴
任
す
る
と
、
直
ち
に
、
四
国
新
道
開
さ
く
の
急
務
を
説

き
、
明
治
一
七
年
愛
媛
・
高
知
両
県
知
事
の
問
に
四
国
新
道
開
さ
く
の
議
の
あ
る
こ

と
を
聞
き
、
以
来
、
寝
食
を
忘
れ
て
こ
の
大
事
業
の
成
立
に
つ
く
し
、
つ
い
に
明
治

二
五
年
八
月
完
工
し
た
。

経
費
は
、
当
時
の
金
額
に
し
て
二
五
万
六
八
五
〇
円
、
地
元
民
寄
付
人
夫
二
万
八

一
〇
〇
人
、
夫
役
負
担
一
万
三
七
〇
〇
人
、
総
延
長
二
四
一
七
町
、
一
里
に
つ
き
五

九
三
九
円
三
関
の
工
費
で
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
当
時
の
成
人
男
子
一
日
の
労
賃
は

一
五
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
先
祖
の
残
し
た
偉
業
は
県
道
と
な
り
、
や
が
て
国

道
に
昇
格
し
、
地
方
産
業
開
発
に
、
文
化
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
。昭

和
三
二
年
大
改
修
が
始
ま
り
、
四
二
年
八
月
完
工
ま
で
一
〇
年
有
余
の
歳
月
と

束明神野地にある大里塚

第
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(
通
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運
輸
)

一
三
六
億
七
〇
〇
〇

万
円
の
巨
費
を
投
入

し
、
そ
の
間
五
人
の

犠
牲
者
を
出
す
な
ど

の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

松
山
・
高
知
を
結
ぶ

幅
員
平
均
六
̃
六
・

五
㍍
、
総
延
長
一
一

四
四
七



第
四
編

産
業
経
済

久万町入野にある七里塚越ノ峠より美川に通ず旧道山腹に

あった人里塚

九
キ
ロ
の
全
線
が
舗

装
道
路
と
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

県
道
、
町
道
の
現

況
に
つ
い
て
は
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
が
、

県
道
に
つ
い
て
は
、

当
初
よ
り
県
道
と
し

て
改
修
し
た
も
の
は

少
な
く
、
初
め
は
町

村
道
と
し
て
改
修
し
、

の
ち
県
道
に
編
入
さ

れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
こ
こ
に

県
道
改
修
に
ま
つ
わ

る
逸
話
を
、
一
、
二

述
べ
て
み
る
。

四
四
人

よ
う
に
二
名
川
に
二
つ
の
橋
を
架
設
し
て
距
離
を
短
縮
し
、
路
線
の
線
形
を
直
線
に

す
る
説
の
二
論
に
分
か
れ
、
激
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
、
時
の
父
二
峰
村
議
亀
岡

重
太
郎
が
現
路
線
の
将
来
性
と
優
位
性
を
力
説
し
、
現
在
の
よ
う
に
改
修
し
た
。
こ

の
こ
と
を
記
念
し
て
現
在
の
二
つ
の
橋
は
、
当
時
の
道
路
設
計
者
平
尾
技
師
の
名
前

と
亀
岡
の
亀
を
と
り
、
平
尾
橋
、
亀
橋
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
国
道
三
三
号
線
に
、
む
か
し
の
面
影
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
道
も
松
山
久
万
間
、
久
万
町
下
野
尻
か
ら
落
合
に
至
る
ま
で
は
、
な
か
な
か
の

難
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
山
之
内
仰
西
や
先
人
の
努
力
に
よ
り
改
修
が
加
え
ら
れ

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

久
万
町
内
主
要
道
路
現
況
一
覧
(
キ
ロ
)

一
般
国
道

三
三
号
線

三
坂
峠
・
美
川
村
境

一
〇
・
五

主
要
地
方
道

さ
き
に
の
べ
た
落
合
を
起
点
と
し
て
内
子
に
至
る
久
万
内
子
線
も
、
当
初
は
父
二

峰
村
道
と
し
て
改
修
さ
れ
た
が
、
こ
の
道
の
起
源
は
古
く
藩
政
時
代
の
大
洲
城
下
に

至
る
街
道
で
あ
っ
て
、
今
な
お
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
昔
の
跡
形
を
残
し
て
い
る
。
街
道

と
し
て
の
起
点
は
、
落
合
尾
首
で
城
の
台
下
よ
り
合
戦
・
供
養
の
木
を
経
て
、
橋
詰

よ
り
父
野
川
・
真
弓
峠
・
小
田
・
内
千
・
五
十
崎
・
大
洲
に
至
る
路
線
で
あ
る
。
こ

の
線
の
、
路
線
決
定
に
つ
い
て
二
名
川
ぞ
い
に
旧
街
道
を
改
修
す
る
説
と
、
現
在
の

西
条
・
久
万
線

久
万
・
内
子
線

一
般
県
道

落
合
・
久
万
線

美
川
・
松
山
線

美
川
・
川
内
線

父
二
峰
・
中
山
線

上
尾
峠
・
久
万
線

一
級
町
道
(
幅
員
三
㍍
以
上
)

路

線

名

山

神

線

宮

ノ

前

線

九
・
五

八
一
二
・
五

六
・
五

七四八延

長
(
メ
ー
ト
ル
)

一
三
五

四
八
〇



栄

谷

線

北

条

線

宇

和

上

線

法

然

寺

線

大

井

手

繰

病

院

線

公

園

線

火

葬

場

線

緑

が

丘

線

萩

の

峠

線

市

場

線

農

祖

線

宮
之
前
明
神
線

宮
之
前
横
谷
線

中
通
尻
高
線

大

場

緑

樹

仰

西

線

池

の

越

線

岩

川

線

長

野

線

オ
ー
ガ
リ
ト
線

千

本

線

嵯

峨

山

線

西

峰

線

川
瀬
井
内
線

仲

組

線

四
二
〇

一
二
五

九
二
三

二
一
八

一
六
九

二
七
四

三
二
〇

一
五
〇

一
四
〇

二
二
五

六
六

一
人
九

五
五
〇

一
、
七
六
四

三
一
〇

三
五
五

一
、
二
人
〇

一
、
一
〇
八

一
、
一
四
二

一
、
三
五
〇

八
〇
三

一
、
二
二
ハ

二
三
七

七
七
二

九
七
七

一
、
二
五
〇

柚

野

線

上

厚

線

東

条

線

長

谷

線

蒔

立

線

父
二
峰
小
中
線

父
二
峰
中
学
線

若
宮
二

号
線

足

谷

線

久

万

郷

線

大
野
が
原
線

横
木
の

川
縁

切

石

線

唐

子

線

久
万
町
自
動
車
台
数

大
型
自
動
車

普
通
自
動
車

軽
自
動
車

二

輪

車

一
、
五
〇
〇

九
一
五

九
一
〇

三
八

一
九
三

二
人
二

九
八

六
八

二
六
一

五
四

一
〇
、
七
七
八

一
、
七
五
〇

二
四
六

四
〇
八

二
三
台

二
六
六
台

一
〇
一
台

八
四
二
台

第
九
章

交
通
運
輸
(
通
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三

交
通
・
運
輸
事
業
の
う
つ
り
か
わ
り

藩
政
時
代
は
、
人
は
す
べ
て
徒
歩
又
は
馬
に
よ
り
行
わ
れ
、
一
部
か
ご
も
利
用
さ

れ
た
。
物
資
は
、
人
・
馬
に
よ
り
輸
送
さ
れ
道
路
の
進
展
に
つ
れ
て
、
馬
車
に
よ
る

輸
送
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
変
わ
っ
た
方
法
で
は
、
木
材
を
馬
車
で
小
田
町
突
合
ま

で
運
び
、
突
合
よ
り
長
浜
ま
で
肱
川
を
い
か
だ
に
組
ん
で
流
す
方
法
が
あ
っ
た
。
こ

四
四
九



久万町内国道県道現況図

昭和43年8月1日現在
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四
五
〇



の
方
法
は
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
つ
づ
き
昭
和
初
期
ま
で
み
ら
れ
た
。
馬
に
よ
る
物
資
輸

送
は
、
当
地
方
に
お
い
て
最
大
最
良
の
方
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
牛
馬

を
使
用
す
る
人
々
は
駄
賃
持
ち
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
道
路
の
幅
員
が
極
め

て
狭
い
の
で
荷
物
を
満
載
し
た
馬
と
馬
と
の
ゆ
き
ち
が
い
は
非
常
に
困
難
を
極
め
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
馬
の
首
に
合
図
の
鈴
を
付
け
て
往
来
し
、
鈴
の
音
を
さ

け
は
手
前
の
広
い
場
所
で
待
っ
て
離
合
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
馬
の
首
の

鈴
の
音
は
、
土
佐
街
道
の
谷
間
に
高
く
あ
る
い
は
低
く
こ
だ
ま
し
て
情
緒
豊
に
歌
う

馬
子
唄
の
余
韻
は
更
に
ゆ
か
し
く
の
ど
か
な
風
情
で
あ
っ
た
。

馬
よ
歩
け
よ

く
つ
買
う
て
は
か
そ

二
足
五
文
の

安
ぐ
つ
を

こ
う
し
て
、
何
百
年
も
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
た
峠
越
え
の
街
道
も
、
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
通
る
人
も
な
く
草
木
が
茂
り
、
む
か
し
の
面
影
は
次
第
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

唄
に
も三

坂
越
す
り
や

雪
降
り
か
か
る

帰
り
や
妻
子
が

泣
き
か
か
る

真
夜
中
ご
ろ
に
家
に
帰
り
、
馬
の
か
い
ば
を
終
え
て
履
物
の
わ
ら
じ
と
、
馬
の
く

つ
を
二
・
三
足
作
り
、
床
に
つ
く
の
が
午
前
二
時
、
三
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。

明
治
三
一
年
ご
ろ
久
万
三
坂
間
を
客
馬
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
の
始
め

に
、
数
台
の
自
転
車
が
町
内
を
走
る
よ
う
に
な
り
、
道
路
の
整
備
と
平
行
し
て
客
馬

車
の
運
行
も
区
間
が
延
長
さ
れ
大
正
二
一
年
こ
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
人

力
車
も
町
内
に
み
ら
れ
た
。

自
動
車
購
入
第
一
号
は
大
正
九
年
の
曙
町
松
田
茂
衛
門
に
始
ま
り
、
逐
次
台
数
も

増
え
て
い
っ
た
。

藩政時代に使われていたかご

朝
は
、
星
を
い
た
だ
い
て
提
燈
片

手
に
馬
背
に
荷
を
つ
ん
で
三
坂
峠
を

越
え
、
あ
る
い
は
サ
レ
ガ
峠
(
二
名

と
広
田
村
境
)
を
越
え
、
松
山
城
下
、

郡
中
等
へ
と
、
す
べ
て
の
物
資
を
輸

送
し
、
帰
り
は
、
上
荷
を
つ
ん
で
日

暮
れ
て
三
坂
峠
に
か
か
り
、
家
路
に

着
く
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
の
真
夜
中
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
先
祖
の
労
苦

を
し
の
ぶ
と
き
、
文
明
の
あ
り
が
た

さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

久
万
地
方
に
う
た
い
つ
が
れ
た
馬
子

駄誠による木材運搬

第
九
章

交
通
運
輸
(
通
信
運
輸
)

こ
の
自
動
車
の
見
物
人
で
門
前
市
を

な
し
た
と
き
く
が
、
決
し
て
単
な
る
笑

い
話
で
は
な
い
。
大
正
九
年
、
久
万
索

道
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
久
万
・
森

松
間
の
貨
物
輸
送
が
開
始
さ
れ
た
。
創

立
当
時
の
資
本
金
は
一
〇
万
円
で
県
補

助
事
業
と
し
て
完
工
運
転
さ
れ
た
。
久

万
・
森
松
間
の
運
賃
は
、
木
材
で
み
る

と
一
才
当
た
り
七
厘
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
し
だ
い
に
自
動
車
輸
送
に
変
わ
り
、

当
時
の
積
載
量
二
ノ
程
度
の
も
の
が
次

第
に
大
型
化
し
、
物
資
の
輸
送
は
す
べ

四
五
一
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産
業
経
済

て
自
動
車
と
な
り
索
道
事
業
も
閉
鎖
さ
れ
た
。
終
戦
後
は
、
自
動
車
工
業
が
発
達
し
、

貨
物
自
動
車
も
積
載
量
七
、
八
ト
ン
の
も
の
が
で
き
、
鉄
道
の
な
い
本
部
の
物
資
輸

送
は
す
べ
て
自
動
車
と
な
っ
た
。
新
装
な
っ
た
国
道
三
三
号
線
を
通
過
す
る
自
動
車

は
一
日
平
均
一
三
〇
〇
台
(
昭
四
二
・
四
調
)
を
数
え
、
大
正
一
四
年
一
台
の
自
動
車

が
四
〇
年
後
の
今
日
で
は
大
型
二
三
、
普
通
二
六
六
、
軽
四
一
〇
一
、
二
輸
入
四
二
、

計
一
二
三
二
台
(
昭
和
四
〇
年
三
月
末
現
在
)
と
な
り
牛
馬
運
送
や
荷
馬
車
は
全
く
姿

を
消
し
た
。
た
だ
し
、
奥
地
の
木
炭
あ
る
い
は
木
材
搬
出
に
は
若
干
の
牛
馬
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
旅
客
輸
送
機
関
は
、
客
馬
車
の
時
代
が
極
め
て
短
く
、
大
正
一
一
年
に
は
、

中
央
自
動
車
株
式
会
社
が
久
万
・
松
山
間
に
定
期
便
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
乗
合

自
動
車
は
バ
ス
と
ち
が
っ
て
、
現
在
の
タ
ク
シ
1
を
利
用
し
た
も
の
で
定
員
は
六
名

で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
愛
媛
自
動
車
株
式
会
社
・
伊
予
鉄
道
電
気
株
式
会
社
等
の
社

営
乗
合
自
動
車
が
乱
立
し
て
、
互
い
に
料
金
を
安
く
す
る
サ
ー
ビ
ス
合
戦
を
演
じ
る

な
ど
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
本
県
全
体
の
交
通
機
関
も
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、
昭
和
四
年
に
至
っ
て
は
前
記
各
自
動
車
会
社
は
合
併
さ
れ
て
三
共
自
動
車
株

式
会
社
と
な
り
、
昭
和
一
九
年
一
月
、
三
共
自
動
車
株
式
会
社
は
伊
予
鉄
に
吸
収
合

併
さ
れ
た
。

昭
和
四
年
ご
ろ
に
は
三
共
自
動
車
が
、
ほ
と
ん
ど
郡
内
一
円
に
路
線
区
間
を
延
長

し
た
。
昭
和
九
年
、
国
鉄
自
動
車
が
、
松
山
・
久
万
・
落
出
を
経
由
す
る
予
土
連
絡

バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
。
前
記
三
共
自
動
車
も
伊
予
鉄
に
運
行
路
線
を
引
き
継
ぎ

終
戦
を
境
に
旅
客
自
動
車
も
大
型
化
し
、
定
員
五
〇
名
以
上
の
大
型
バ
ス
が
町
内
す

み
ず
み
ま
で
一
日
何
往
復
か
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
む
か
し
、
往
復
二
日
も

四
五
二

費
や
し
て
徒
歩
で
松
山
に
出
た
時
代
を
思
え
ば
、
交
通
の
発
展
に
は
、
目
を
み
は
る

も
の
が
あ
る
。

1

国
道
三
七
九
号
、
三
八
〇
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

一
般
国
道
三
八
〇
号
、
八
幡
浜
市
を
起
点
と
し
て
大
洲
市
、
内
子
町
、
小
田
町
を

経
由
し
て
、
久
万
町
大
字
霧
降
で
国
道
三
三
号
線
に
合
流
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。

当
路
線
は
、
昭
和
四
六
年
六
月
、
松
山
、
砥
部
内
子
線
道
路
促
進
期
成
同
盟
会

(
内
子
町
、
小
田
町
、
広
田
村
、
松
山
市
)
ま
た
久
万
内
子
線
道
路
促
進
期
成
同
盟
会

(
内
子
町
、
小
田
町
、
久
万
町
)
と
し
て
発
足
し
、
両
同
盟
会
と
も
強
力
に
推
進
を
進
め

て
き
た
。

昭
和
四
九
年
一
一
月
一
二
日
、
双
方
の
県
道
が
国
道
昇
格
と
な
り
松
山
砥
部
内
子

線
は
、
一
般
国
道
三
七
九
号
線
、
ま
た
久
万
内
子
線
は
、
一
般
国
道
三
八
〇
号
線
と

名
付
け
ら
れ
、
建
設
省
よ
り
所
管
土
木
事
務
所
に
移
管
さ
れ
、
同
年
よ
り
国
道
と
し

て
の
改
良
工
事
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
国
道
昇
格
と
同
時
に
、
二
つ
の
同
盟
会
が
結
集
し
て
国
道
三
七
九
号
、
三
八

〇
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
を
発
足
し
関
係
町
村
は
沿
線
の
、
内
子
町
、
小
田
町
、

久
万
町
、
砥
部
町
の
四
か
町
村
と
し
会
長
に
小
田
町
長
、
林
興
一
郎
が
な
る
。

当
路
線
も
、
国
道
昇
格
と
同
時
昭
和
四
九
年
度
よ
り
、
一
般
国
道
三
八
〇
号
線
霧

降
工
区
を
設
定
し
て
着
工
に
乗
り
出
し
た
。
昭
和
四
九
年
度
̃
昭
和
六
三
年
度
の
一

五
年
間
で
延
長
四
六
二
二
㍍
の
改
良
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
最
初
は
橋
詰
地
区
の

整
備
に
入
り
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
補
助
整
備
、
こ
れ
に
合
わ
せ
国

道
ま
た
河
川
改
修
を
同
時
施
工
し
、
橋
詰
地
区
の
基
盤
を
総
括
整
備
し
た
。
ま
た
落

合
よ
り
、
橋
詰
ま
で
七
か
所
の
橋
梁
整
備
を
し
て
、
路
線
の
線
形
修
正
ま
た
、
距
離

の
短
縮
が
大
き
く
出
来
た
。
前
回
に
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
故
亀
岡
重
太
郎
氏
の
功



績
の
跡
は
後
世
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
父
野
川
工
区
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
六
年
度
着
工
̃
昭
和
六
二
年
度
完
了
延
長
二
〇
〇
㍍
で
、
内
真
弓
ト
ン
ネ
ル
延

長
七
一
〇
㍍
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
旧
道
を
形
取
り
線
形
修
正
と
し
真
弓
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
久
万
町
と
小
田
町
境
の
真
弓
峠
を
越
え
る
在
来
道
路
は
幅
員
が

狭
く
カ
㌧
フ
の
連
続
、
冬
季
に
は
積
雪
、
凍
結
に
よ
り
交
通
が
阻
ま
れ
る
な
ど
難
所

と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
て
距
離
が
二
、
五
キ
ロ
短
縮
さ
れ
る

と
同
時
に
、
冬
季
の
難
関
解
消
と
共
に
、
年
間
を
通
し
て
円
滑
で
快
適
な
通
行
が
確

保
さ
れ
地
域
産
業
経
済
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

終
り
父
野
川
工
区
延
長
二
〇
八
㍍
に
つ
い
て
も
平
成
元
年
度
よ
り
着
工
し
た
の
で

数
年
後
に
は
、
落
合
よ
り
小
田
町
境
真
弓
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
全
面
改
修
と
な
り
、
一

般
国
道
三
八
〇
号
線
も
久
万
町
側
は
完
成
す
る
。

今
後
国
道
三
七
九
号
、
三
八
〇
号
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
も
、
内
子
町
よ
り
小

田
町
の
未
改
修
部
分
を
一
日
も
早
く
着
工
し
、
全
線
の
改
修
を
望
み
、
上
部
機
関
へ

の
請
願
、
陳
情
を
続
け
て
行
く
所
存
で
あ
る
。

2

国
道
一
三
二
号
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

昭
和
四
二
年
八
月
、
現
在
の
国
道
が
完
成
し
県
都
松
山
市
と
高
知
市
を
結
ぶ
最
短

幹
線
道
路
と
し
て
、
産
業
発
展
の
死
命
を
制
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
住
民
の
生

活
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
来
た
。
し
か
し
、
今
日
経
済
社
会
の
変
化
に
伴

い
激
増
す
る
自
動
車
交
通
、
車
輌
の
大
型
化
に
よ
る
モ
ー
タ
ー
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波

は
、
交
通
混
雑
、
交
通
事
故
の
増
大
を
ま
ね
き
交
通
規
制
の
強
化
等
は
、
高
速
時
代

を
迎
え
た
今
日
の
道
路
と
し
て
機
能
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
現
状
で
あ

り
、
早
急
な
整
備
促
進
が
望
ま
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
三
三
号
線
は
、
標
高
七
二
〇
㍍
の
三
坂
峠
を
越
え
て
お
り
山
間
部
に
あ

第
九
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交
通
運
輸
(
通
信
運
輸
)

た
る
た
め
勾
配
が
き
つ
く
カ
㌧
フ
も
多
く
、
し
か
も
峠
附
近
で
は
、
冬
に
な
る
と
積

雪
凍
結
が
ひ
ど
く
四
季
に
は
濃
霧
が
発
生
し
三
三
号
線
最
大
の
陸
路
と
な
っ
て
い
た
。

県
境
附
近
は
、
災
害
に
弱
く
雨
量
二
五
〇
ミ
リ
を
超
す
と
、
全
面
通
行
止
め
と
な

る
な
ど
災
害
に
非
常
に
弱
い
国
道
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
昭
和
六
一
年
二
月
一
六
日
、
松
山
高
知
を
結
ぶ
幹
線
国
道
三
三
号
線

の
早
期
改
良
を
と
、
愛
媛
、
高
知
両
県
の
沿
線
一
五
市
町
村
で
設
立
し

「
国
道
三
三

号
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
(
会
長
、
久
万
町
長
、
河
野

修
)
が
、
建
設
省
四
国
地

方
建
設
局
長
、
国
会
議
員
の
諸
氏
を
始
め
多
数
の
来
賓
の
御
臨
席
を
得
て
、
盛
大
に

総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
改
良
促
進
を
図
る
た
め
活
発
な
運
動
を
展
開
し

て
い
る
。

昭
和
六
二
年
度
予
算
に
、
三
坂
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
可
能
性
を
さ
ぐ
る
初
の
調
査
費

が
計
上
さ
れ
、
平
成
元
年
度
に
は
、
地
質
調
査
に
ま
で
取
り
く
む
事
態
と
な
り
、
地

元
で
は

「
悲
願
達
成
に
向
け
大
き
な
前
進
」
と
し
て
喜
ん
で
い
る
。

3

上
尾
峠
久
万
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

当
路
線
は
、
昭
和
四
七
年
一
月
六
日
に
県
道
上
尾
峠
久
万
線
改
良
促
進
協
議
会
と

し
て
発
足
以
来
、
一
〇
余
年
間
国
会
、
県
議
会
道
路
管
理
者
そ
の
他
、
関
係
機
関
に

対
し
て
請
願
陳
情
を
し
て
来
た
。

お
か
げ
で
県
当
局
の
御
理
解
等
を
得
て
待
避
所
、
局
部
改
良
等
順
次
改
良
工
事
も

進
ん
で
い
る
。
上
尾
峠
久
万
線
は
、
久
万
町
と
広
田
村
地
域
の
総
合
開
発
及
び
交
通

体
系
の
確
立
を
図
る
た
め
全
線
の
早
期
開
通
並
び
に
、
改
良
促
進
す
る
事
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
六
〇
年
一
月
二
五
日
、
上
尾
峠
久
万
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立
、

そ
の
後
両
町
村
は
も
と
よ
り
沿
線
住
民
が
多
年
の
悲
願
と
し
て
い
る
。
郡
境
で
あ
る

サ
レ
ガ
峠
を
中
心
と
し
た
約
三
キ
ロ
の
未
開
通
部
分
も
、
昭
和
六
三
年
度
に
は
測
量

四
五
三



第
四
縞

産
業
経
済

に
入
り
、
平
成
元
年
度
よ
り
実
施
に
向
け
て
の
方
向
づ
け
が
出
来
た
。
こ
れ
が
開
通

す
る
事
に
よ
り
地
域
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
両
町
村
の
交
流
も
深
ま
り
地
域
活

性
化
が
進
む
も
の
と
期
待
し
今
後
の
運
動
展
開
を
進
め
る
。

県
道
上
尾
峠
̃
久
万
線
工
事
経
過
等
報
告

一
、
促
進
協
議
会
及
び
陳
情

S
・
四
七
・
一
・
六

広
田
公
民
館
、
促
進
協
議
会
発
足

四
七
・
一
・
一
九

現
地
踏
査
、
県
陳
情
、
総
会
(
松
山
)

四
八
・
一
〇
・
九

現
地
踏
査
、
総
会
(
久
万
)

五
三
・
二
・
一
五

県
陳
情
、
総
会
(
松
山
)

五
六
二
一
・
一
〇

五
七
・
一
二
・
八

二
、
事
業
経
過

四
五
四

転
車
に
よ
る
作
業
と
な
り
、
昭
和
三
六
年
か
ら
自
動
二
輪
と
な
っ
て
順
次
機
動
化
さ

れ
た
。
取
扱
業
務
も
、
経
済
の
発
展
と
文
化
の
向
上
と
相
ま
っ
て
拡
大
さ
れ
、
近
年

に
は
、
機
械
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
八
年
度

改
良
、
舗
装

約
一
億
三
千
万
円

(
久
万
、
約
八
千
三
百
万
円
)

(
伊
予
、
約
四
千
万
円
)

五
九
年
度

改
良
、
舗
装

約
七
千
八
百
万
円

(
久
万
、
五
千
九
百
万
円
)

(
伊
予
、
千
九
百
万
円
)

計

約
二
億
一
百
万
円

四

郵
便
通
信
事
業
の
歴
史
と
現
状

久
万
郵
便
局

取
扱
業
務
の
沿
革

明
治
一
三
・
一
〇

一
四
・
七

二
五
・
一

二
五
・
六

大
正
五

・
一
〇

九

・
七

一
五
・
七

昭
和
五
六
・
四

新
舎
新
築

大
正
一
三
・
一
一

昭
和
四
〇
・
八

六
二
・
一
一

統
廃
合

昭
和
九

・
一
〇

一
二
・
九

二
七
・
二

六
三
・
六

久
万
町
に
お
け
る
郵
便
制
度
は
、
明
治
七
年
一
一
月
、
久
万
町
本
町
に
、
郵
便
取

扱
所
が
開
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

集
配
作
業
は
、
明
治
初
期
の
わ
ら
じ
は
き
、
徒
歩
の
時
代
か
ら
大
正
末
期
に
は
自

久
万
郵
便
局
歴
代
局
長

初
代

佐
伯

為
替
事
務
、
取
扱
開
始

貯
金

〃

電
信

〃

郵
便
小
包

〃

簡
易
保
険

〃

電
話
交
換

〃

郵
便
年
金

〃

貯
金
オ
ン
ラ
イ
ン

〃

久
万
町
本
町

久
万
町
本
町

久
万
町
曙
町

父
二
峰
局
開
設
に
よ
り
、
父
二
峰
地
区
集
配
業
務
分
割
。

畑
野
川
局
開
設
に
よ
り
、
畑
野
川
地
区
集
配
業
務
分
割
。

久
万
電
報
電
話
局
開
設
に
よ
り
、
電
信
電
話
業
務
分
離
。

父
二
峰
局
、
畑
野
川
局
区
内
の
、
集
配
、
集
金
業
務
が
久
万
局
へ

統
合
。

一
郎

職
員
数

S
・
二
七

一
六
名



八 七 六 五 四 三 二

代 代 代 代 代 代 代

佐
伯

桧
垣

佐
伯

佐
伯

佐
伯

祐
三
郎

伸祐
三
郎

恒
夫

誠
一

中
山

正
義

松
尾

良
昭

六 六 六 五 四
三 一 〇 七 三

二 三 四 六 七
名 名 名 名 名

簡
易
郵
便
局

東
明
神
簡
易
郵
便

設
置

S
・
四
三
・
二

・
一

廃
局

五
〇
・
一
二
・
三
一

西
明
神

〃

設
置

S
・
二
四
・
一
二
・
二
六

受
託
者
変
更

四
七
・
四
・
一

野
尻

〃

設
置

S
・
四
〇
・
七

・
一

久
万
二
名

〃

設
置

S
・
四
〇
・
一
二
・
一
六

下
直
瀬

〃

設
置

S
・
四
一
・
三

・
一

上
畑
野
川

〃

設
置

S
・
四
一
・
三

・
一

廃
局

S
・
五
九
・
一
〇
・
一

本町に開局されていた久万郵便局

2

直
瀬
郵
便
局

昭
和
七
年
一
月
、
川
瀬
郵
便
取
扱

所
と
し
て
、
現
在
地
に
開
所
さ
れ
た
。

取
扱
業
務
は
、
郵
便
と
為
替
貯
金
業

務
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
〇
年
四
月
、
川
瀬
郵
便
局

と
な
り
初
代
局
長
に
高
岡
宇
作
が
就

任
し
た
。
業
務
も
保
険
年
金
事
務
が

追
加
さ
れ
、
昭
和
一
二
年
八
月
、
電

話
開
設
通
話
事
務
電
報
事
務
が
開
始

さ
れ
た
。
昭
和
一
四
年
四
月
一
日
直

瀬
郵
便
局
と
改
名
し
た
。

直瀬郵便局

昭
和
一
九
年
一
二
月
、
電
話
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
一
年
、
電
気

通
信
の
合
理
化
の
た
め
廃
止
と
な
る
。

現
在
局
員
は
局
長
以
下
二
名
で
あ
る
。
尚
、
郵
便
物
の
集
配
作
業
は
、
久
万
郵
便

局
で
行
わ
れ
て
い
る
。

直
瀬
郵
便
局
歴
代
局
長

初
代
、
高
岡

宇
作

二
代
、
高
岡

己
年
男

第
九
章

交
通
運
輸
(
通
信
運
輸
)

3

畑
野
川
郵
便
局

昭
和
一
二
年
九
月
一
日
、
畑
野
川
郵
便
取
扱
所
と
し
て
開
所
さ
れ
た
取
扱
業
務
は
、

郵
便
、
為
替
、
貯
金
の
内
務
事
務
の
み
で
あ
っ
た
。
開
所
当
時
の
初
代
所
長
は
、
岡

本
淳
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
三
年
一
二
月
一
日
、
二
代
所
長
と
し
て
八
塚
義
範
が
任
命

四
五
五
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産
業
経
済

畑野川郵便局

さ
れ
た
。

昭
和
一
四
年
四
月
一
日
、
保
険
年

金
事
務
及
び
郵
便
集
配
業
務
が
追
加

さ
れ
、
内
務
外
務
と
す
べ
て
の
業
務

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
局

名
も
川
瀬
郵
便
局
と
局
名
が
改
称
さ

れ
初
代
の
局
長
と
し
て
八
塚
義
範
が

引
続
き
任
命
さ
れ
た
。

昭
和
一
六
年
一
月
二
六
日
、
電
話

事
務
が
追
加
さ
れ
る
。
同
年
、
久
万

川
瀬
間
に
市
外
回
線
が
架
設
さ
れ
同

年
三
月
一
六
日
よ
り
電
信
事
務
も
追

四
五
六

定
員
の
動
き

四
四
年

一
一
名

五
二
年

一
〇
名

五
九
年

九
名

五
九
年

人
名

六
三
年

三
名

局
種
変
更

六
三
年
六
月
二
〇
日
、
集
配
特
定
郵
便
局
よ
り
無
集
配
特
定
郵
便
局
と
な
り
、
外

務
事
務
は
、
久
万
郵
便
局
に
併
合
さ
れ
た
。

昭
和
三
八
年
八
月
一
二
月
、
局
長
交
替
し
、
現
在
局
長
は
八
塚
悦
次

加
さ
れ
電
報
配
達
業
が
二
四
時
間
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
日
、
磁
石
式
一
〇
回
線
で
電
話
交
換
業
務
が
開
始
さ
れ
二

五
年
一
月
一
六
日
に
磁
石
式
三
〇
線
の
大
型
交
換
機
が
導
入
さ
れ
た
。

昭
和
三
五
年
六
月
一
九
日
、
久
万
電
報
電
話
局
に
、
電
話
交
換
業
務
が
併
合
さ
れ

廃
止
さ
れ
た
。

昭
和
四
四
年
三
月
二
三
日
、
夜
間
電
報
配
達
業
務
が
上
位
集
中
と
な
り
、
夜
間
の

取
扱
い
は
廃
止
(
久
万
電
報
電
話
局
が
取
扱
う
事
と
な
っ
た
)
。

昭
和
四
四
年
七
月
一
日
、
局
名
改
称
し
、
畑
野
川
郵
便
局
と
改
め
る
。

昭
和
五
七
年
二
月
二
四
日
、
電
報
配
達
業
務
廃
止
し
電
報
簡
易
取
扱
局
と
な
る
。

昭
和
六
一
年
四
月
一
日
、
電
報
簡
易
取
扱
事
務
、
窓
口
通
話
取
扱
事
務
も
廃
止
と

な
る
。

4

父
二
峰
郵
便
局

昭
和
九
年
一
〇
月
、
父
二
峰
郵
便
取
扱
所
と
し
て
落
合
に
開
所
、
そ
れ
以
前
は
前

述
の
と
お
り
久
万
郵
便
局
で
取
り
扱
っ
て
い
た
。
開
設
当
時
の
取
扱
い
事
務
は
郵
便

物
の
集
配
、
為
替
貯
金
の
受
け
払
い
事
務
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
二
年
三
月
、
父
二
峰
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
、
初
代
局
長
に
田
中
鶴
吉
が
就

父二峰郵便局

任
、
保
険
及
び
年
金

業
務
が
開
始
さ
れ
、

同
一
四
年
七
月
、
電

報
の
受
付
配
達
業
務

を
開
始
、
同
二
二
年

三
月
、
郵
便
集
配
事

務
が
久
万
局
よ
り
分

割
、
同
時
に
速
達
郵



便
も
取
り
扱
わ
れ
た
。
同
二
三
年
三
月
磁
石
式
一
二
回
線
の
交
換
機
に
よ
る
電
話
業

務
を
始
め
、
同
三
二
年
四
月
、
磁
石
式
四
三
回
線
交
換
機
に
か
え
た
が
電
報
電
話
局

の
独
立
に
よ
り
発
展
的
に
廃
止
さ
れ
た
。

昭
和
四
〇
年
一
二
月
、
地
区
民
の
要
望
に
よ
り
久
万
町
大
字
二
名
に
簡
易
郵
便
局

を
開
設
、
郵
便
受
付
為
替
郵
便
振
替
の
受
け
払
い
業
務
を
扱
い
、
利
用
者
の
便
に
供

し
て
い
る
。

昭
和
六
三
年
六
月
二
〇
日
、
無
集
配
特
定
郵
便
局
と
な
る
。
な
お
窓
口
業
務
は
依

然
ど
お
り
取
扱
っ
て
い
る
。

父
二
峰
郵
便
局
歴
代
局
長

初
代

田
中

鶴
吉

二
代

田
中

清
春

三
代

上
野

左
衛
門

六 五 四

代 代 代

佐 石 上
伯 岡 野

誠 晃 盛
雄

N丁丁久万営業所

同
年
一
一
月
に
は
、
機
構
改
革
が

あ
っ
て
、
局
長
制
が
と
ら
れ
る
と
と

も
に
、
業
務
・
施
設
が
課
と
な
り
、

更
に
庶
務
課
が
増
設
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。

同
三
四
年
に
は
、
父
二
峰
局
、
三

五
年
に
は
川
瀬
局
市
外
通
話
回
線
が

即
時
区
間
と
し
て
集
中
合
併
、
三
七

年
に
は
、
直
瀬
局
市
外
通
話
回
線
が

即
時
区
間
と
な
っ
た
。

ま
た
、
独
立
当
時
の
電
信
回
線
久

万
-
松
山
間
の
一
回
線
か
ら
二
八
年

5
N

N
T
T
久
万
営
業
所

明
治
二
五
年
、
久
万
郵
便
局
に
電
信
事
務
が
開
始
さ
れ
、
大
正
八
年
に
は
電
話
通

信
事
務
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
九
年
に
初
め
て
電
話
加
入
者
三
名
を
得
て
、

交
換
手
一
名
が
そ
れ
に
当
た
っ
た
。

経
済
の
発
展
と
文
化
の
向
上
に
と
も
な
い
、
電
報
電
話
業
務
も
増
大
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
っ
た
。
つ
い
に
、
昭
和
二
七
年
二
月
一
日
、
久
万
町
郵
便
局
よ
り
分
離
し
、

久
万
町
火
矢
の
元
四
五
の
四
に
木
造
平
屋
建
て
七
九
坪
の
新
局
が
建
て
ら
れ
、
久
万

電
報
電
話
局
と
し
て
発
足
し
た
。

当
時
は
、
業
務
長
、
施
設
長
が
置
か
れ
、
職
員
二
〇
名
、
磁
石
式
交
換
台
市
内

二
・
市
外
三
・
加
入
者
一
二
五
・
電
信
回
線
一
で
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

第
九
章

交
通
運
輸
(
通
信
運
輸
)

に
は
電
話
線
も
五
回
線
と
な
り
、
や
が
て
ダ
イ
ヤ
ル
三
・
普
通
一
一
の
一
四
回
線
に

な
っ
た
。
電
話
加
入
者
も
三
五
年
に
は
、
四
〇
〇
台
を
突
破
し
急
速
な
増
加
を
み
た
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
交
換
台
も
開
局
当
時
は
磁
石
式
で
市
内
二
庸
・
市
外
三
席
で

あ
っ
た
が
、
や
が
て
市
内
も
複
式
と
な
っ
た
。
市
外
も
五
〇
型
と
な
り
三
八
年
に
は
、

五
一
N
八
〇
磁
石
式
複
式
六
座
席
と
な
っ
た
。
な
お
四
二
年
に
は
、
C
X
ダ
イ
ヤ
ル

発
信
装
置
も
新
設
、
松
山
市
外
局
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
と
と
も
に
、
新
装
置
に
切
り
替
え

ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
局
は
、
上
浮
穴
郡
の
電
信
電
話
を
中
心
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
四
一
年
に
は
久
万
町
カ
チ
ャ
ン
キ
一
九
〇
の
一
に
敷

地
三
三
七
・
三
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
、
四
三
年
四
月
に
新
局
舎
の
建
設
に

着
工
、
四
四
年
三
月
の
竣
工
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。四

五
七
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産
業
経
済

昭
和
四
三
年
末
久
万
町
電
話
加
入
者
数
(
七
〇
五
台
)
昭
和
四
三
年
一
一
月
久
万
局

新
局
舎
が
竣
工
(
久
万
町
カ
チ
ヤ
シ
キ
一
九
〇
の
一
)
同
時
に
、
自
動
化
設
備
工
事
を
実

施
し
、
昭
和
四
四
年
三
月
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
ま
た
川
瀬
交
換
所
を
開
設
し
、

全
国
即
時
網
に
編
入
し
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
美
川
、
面
河
交
換
局
開
始
(
自
動
化
)

東
川
交
換
所
開
設
(
自
動
化
)
し
た
。

つ
づ
い
て
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
柳
谷
交
換
局
開
設
(
自
動
化
)
五
〇
年
二
月
小
田

交
換
局
開
設
(
自
動
化
)
五
一
年
七
月
直
瀬
交
換
所
開
設
に
伴
い
久
万
管
内
自
動
化

が
完
了
し
た
。

五
三
年
一
二
月
、
父
二
峰
地
区
地
集
一
般
化
の
た
め
、
父
二
峰
交
換
所
開
設
、
五

四
年
一
〇
月
西
谷
地
区
地
集
一
般
化
の
た
め
、
西
谷
交
換
所
開
設
し
、
所
謂
農
村
集

団
自
動
電
話
の
i
一
般
化
が
着
々
と
進
ん
だ
。

四
五
人

昭
和
六
二
年
九
月
に
は
、
昭
和
二
七
年
以
来
つ
づ
い
て
い
た
交
換
業
務
を
、
松
山
電

話
局
へ
移
行
し
た
。

六
三
年
一
一
月
四
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
久
万
電
報
電
話
局
を
松
山
ブ
ロ
ッ
ク
に

集
約
し
、
昭
和
五
二
年
当
時
八
一
名
の
社
員
が
、
所
長
以
下
七
名
(
六
四
年
三
月
退
職

予
定
者
二
名
を
含
む
)
と
な
っ
た
。
(
現
在
は
五
名
)

六
三
年
九
月
、
加
入
数
七
九
六
五
。

自動交換機

五
五
年
六
月
夜
間
等
電
話
番
号
案

内
(
一
〇
四
)
、
一
〇
〇
番
通
話
等
が

松
山
へ
集
約
化
し
、
五
五
年
一
一
月

に
は
、
美
川
、
日
野
浦
、
東
川
の
地

集
が
一
般
化
し
、
五
八
年
三
月
久
万

局
に
電
子
交
換
機
(
D
二
〇
I
冒
O

S
)
が
設
備
さ
れ
、
市
外
発
信
交
換

機
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

六
〇
年
四
月
、
電
々
改
革
三
法
が

成
立
し
、
日
本
電
信
電
話
公
社
か
ら

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
に
移
行
し
、


	第四編産業経済
	第九章交通運輸(通信運輸)
	一　道路交通運輸の概況
	二　道路の変遷
	三　交通・運輸事業のうつりかわり
	1 国道三七九号、三八〇号改良促進期成同盟会
	2 国道一三二号線整備促進期成同盟会
	3 上尾峠久万線改良促進期成同盟会

	四　郵便通信事業の歴史と現状
	1 久万郵便局
	2 直瀬郵便局
	3 畑野川郵便局
	4 父二峰郵便局
	5 NTT久万営業所




